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(57)【要約】
共通Ｅ－ＤＣＨリソースを単一のノードＢから割り当て
ることができるので、隣接ノードＢ間でアップリンクマ
クロダイバーシティを実行できない場合がある。さらに
、共通Ｅ－ＤＣＨリソースを割り当てられたユーザ機器
（ＵＥ）に、セルの再選択を実行させることができない
。従って、共通Ｅ－ＤＣＨリソースの割り当てを所与の
ＵＥに数百ミリ秒にわたって維持することによって、例
えば、ＵＥが、非サービングノードＢによって制御され
た隣接セルに近づく場合、許容できないセル間干渉が生
じる恐れがある。セル間干渉を克服し、そしてＣｅｌｌ
＿ＦＡＣＨ状態のより広範囲に及ぶ使用を可能にするた
めに、セル間干渉を検出および／または制御する方法を
使用できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セル間干渉を検出するための方法であって、ＷＴＲＵ経由で、共通拡張専用チャネル（
Ｅ－ＤＣＨ）リソースへの干渉を特定する特徴セットを取得するステップと、
　干渉表示を適用するための条件を判定するステップと、
　前記干渉の前記特徴セットを使用して前記干渉表示を受信するステップと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記条件が満たされる場合に前記特徴セットを使用した前記干渉表示の受信が起こる、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記条件が満たされる場合に前記干渉表示を適用するステップをさらに備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
　前記干渉表示を受信するステップは、前記特徴セットを使用した拡張相対的許可チャネ
ル（Ｅ－ＲＧＣＨ）から前記干渉表示を受信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　特徴セットを取得するステップは、前記共通Ｅ－ＤＣＨリソースと前記特徴セットとの
間のマッピングを受信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　特徴セットを取得するステップは、すべての共通Ｅ－ＤＣＨリソース用の特徴を受信す
ることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　特徴セットを取得するステップは、共通Ｅ－ＤＣＨリソースのサブセット用の特徴を受
信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記特徴セットは、署名シーケンスおよびチャネライゼーションコードを備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記干渉表示を適用するための条件を判定するステップは、満たされるまたは超えこと
になり得る信号レベルまたは信号品質を判定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記干渉表示を適用するための条件を判定するステップは、送信されるリファレンス信
号の信号レベルまたは信号品質が満たされるまたは超えることになり得ると判定すること
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記干渉表示を適用するための条件を判定するステップは、犠牲セル信号が満たされる
または超えることになり得る信号レベルまたは信号品質を判定することを備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記干渉表示は、犠牲セルがセル間干渉を受けていることを示す、請求項１に記載の方
法。
【請求項１３】
　セル間干渉を制御する方法であって、ＷＴＲＵ経由で、共通拡張専用チャネル（Ｅ－Ｄ
ＣＨ）リソースに対する干渉を特定する特徴セットを取得するステップと、
　前記干渉の前記特徴セットを使用して干渉表示を受信するステップと、
　条件が満たされる場合に前記干渉表示を適用するステップと、
　を備える、方法。
【請求項１４】
　前記干渉表示を適用するステップは、許可を削減することを備える、請求項１３に記載
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の方法。
【請求項１５】
　前記干渉表示を適用するステップは、最大拡張専用物理データチャネル（Ｅ－ＤＰＤＣ
Ｈ）電力を削減することを備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記干渉表示を適用するステップは、Ｅ－ＤＰＤＣＨ上の送信を停止することを備える
、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記干渉表示を適用するステップは、以前の送信で使用されたハイブリッド自動再送要
求（ＨＡＲＱ）プロセスを非アクティブにすることを備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記条件が満たされる場合に前記特徴セットを使用して前記干渉表示を受信するステッ
プが起こる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　セル間干渉を検出するための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　共通拡張専用チャネル（Ｅ－ＤＣＨ）リソースに適用可能な干渉についての特徴セット
を取得するように構成された受信機と、
　干渉表示を適用するための条件を判定し、前記干渉の前記特徴セットを使用して前記干
渉表示を受信するように構成されたプロセッサと、
　を備える、ＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記干渉表示を適用するための条件を判定する前記プロセッサは、満たされるまたは超
え得る信号レベルまたは信号品質を判定することを備える、請求項１９に記載のＷＴＲＵ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、２０１１年４月１日に出願された米国特許仮出願第６１／４７０，７０３号
明細書の利益を主張し、その開示内容は、完全に記載されたものとして参照により本明細
書に組み込まれる。
【０００２】
　モバイルネットワークは、データトラフィックの連続的な増加により、ハイレベルのバ
ースト転送および小規模のパケットサイズになっている。
【０００３】
　ＨＳＰＡシステムにおいて、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態は、低いアクティビティを受ける
ユーザ機器（ＵＥ）に提供するのに最も適している。以前のリリースにおいてＣｅｌｌ＿
ＦＡＣＨ状態が改良されて、ダウンリンクおよびアップリンクで拡張データチャネル（そ
れぞれ、ＨＳ－ＤＳＣＨおよびＥ－ＤＣＨ）の使用ができるようになった。しかしながら
、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態の広範囲に及ぶ使用は、セル間干渉を生じうる。
【発明の概要】
【０００４】
　本明細書の開示内容は、フォワードアクセスチャネル（ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ）状態にお
けるセル間干渉を制御するためのシステムおよび方法である。これを、例えば、セル間干
渉を克服し、そしてＣｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態のより広範囲に及ぶ使用を可能にするために
行うことができる。共通Ｅ－ＤＣＨリソースを単一のノードＢから割り当てることができ
るので、隣接ノードＢ間でアップリンクマクロダイバーシティが可能ではない場合がある
。さらに、共通Ｅ－ＤＣＨリソースを割り当てられたＵＥに、セルの再選択を実行させる
ことができない。従って、共通Ｅ－ＤＣＨリソースの割り当てを所与のＵＥに数百ミリ秒
にわたって維持することによって、例えば、ＵＥが、非サービングノードＢによって制御
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された隣接セルに近づくと、許容できないセル間干渉が生じる恐れがあるので実用的でな
い。いくつかの事例において、ネットワークは、ＵＥをＣｅｌｌ＿ＤＣＨ状態に遷移しな
ければならない場合があるか、または共通Ｅ－ＤＣＨリソースを割り当てた後、共通Ｅ－
ＤＣＨリソースを数百ミリ秒にわたって解放しなければならない場合がある。どちらの選
択肢も低レベルのアクティビティを長時間受けるのでＵＥにとって望ましくない。それに
より、本明細書で開示される実施形態は、ＵＥが自身の共通Ｅ－ＤＣＨリソースをより長
い時間保持できるようにさせ、そしてセル間干渉を最小限にできる。
【０００５】
　態様により、ＵＥが非ＤＣＨ状態である時にセル間干渉を検出するための方法を使用で
きる。共通拡張専用チャネル（Ｅ－ＤＣＨ）リソースに適用可能な干渉表示用の特徴セッ
トを取得できる。干渉表示を、干渉表示の特徴を使用した相対的許可チャネル（Ｅ－ＲＧ
ＣＨ）から判定できる。干渉表示を適用するための閾値を判定できる。閾値が満たされる
または超えている場合に干渉表示を適用できる。
【０００６】
　態様により、ＵＥが非専用チャネル（ＤＣＨ）状態である時にセル間干渉を制御する方
法を使用できる。特徴セットを使用して、セル間干渉が相対的許可チャネル（Ｅ－ＲＧＣ
Ｈ）からの犠牲セルに影響を及ぼすであろうことを判定できる。セル間干渉を制御する時
を示す閾値を判定できる。閾値が満たされるまたは超えている場合にセル間干渉を制御で
きる。
【０００７】
　態様により、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、ＷＴＲＵが非ＤＣＨ状態である
時にセル間干渉を検出して制御できる。ＷＴＲＵは、共通拡張専用チャネル（Ｅ－ＤＣＨ
）リソースに適用可能な干渉表示用の特徴セットを受信するように構成された受信機を有
することができる。ＷＴＲＵは、干渉表示の特徴を使用した相対的許可チャネル（Ｅ－Ｒ
ＧＣＨ）から干渉表示を判定するように構成されたプロセッサを有することができる。プ
ロセッサは、干渉表示を適用するための閾値を判定し、そして閾値を満たすまたは超えて
いる場合に干渉表示を適用することもできる。
【０００８】
　態様により、方法をユーザ機器（ＵＥ）に実装できる。その方法は、サービングセルお
よび隣接セルのうちの１つから受信された干渉表示信号が閾値を超えているかどうかを判
定することを含むことができる。その方法は、干渉表示信号が閾値を超えているという判
定に応答して、Ｅ－ＤＣＨ専用物理データ制御チャネル（Ｅ－ＤＰＤＣＨ）の送信を非ア
クティブにすることを含むこともできる。
【０００９】
　態様により、方法をＵＥに実装できる。その方法は、サービングセルおよび隣接セルの
うちの１つから受信された干渉表示信号が閾値を超えているかどうかを判定することを含
むことができる。その方法は、干渉表示信号が閾値を超えているという判定に応答して、
ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスを非アクティブにすることを含むことも
できる。
【００１０】
　態様により、方法をＵＥに実装できる。その方法は、サービングセルおよび隣接セルの
うちの１つから受信された干渉表示信号が閾値を超えているかどうかを判定することを含
むことができる。その方法は、干渉表示信号が閾値を超えているという判定に応答して、
Ｅ－ＤＰＤＣＨ電力を削減することを含むこともできる。
【００１１】
　本発明の概要は、以下でさらに説明する発明を実施するための形態の簡易な形式におい
て概念の１つの選択を紹介するために与えられる。本発明の概要は、特許請求される発明
の主題の主要な特徴または不可欠な特徴を明らかにすることを意図せず、特許請求される
発明の主題の範囲を限定することを意図しない。さらに、特許請求される発明の主題は、
本開示のいずれの部分にも記載した一部またはすべての利点を解決する制限に限定されな
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い。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　例として与えられた以下の説明を添付図面と併せることでより詳細な理解が得られるだ
ろう。
【図１Ａ】開示された１または複数の実施形態を実装できる例示的な通信システムのシス
テム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示した通信システム内で使用できる例示的な無線送信／受信ユニット
（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示した通信システム内で使用できる例示的な無線アクセスネットワー
クおよび例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｄ】図１Ａに示した通信システム内で使用できる例示的な無線アクセスネットワー
クおよび例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｅ】図１Ａに示した通信システム内で使用できる例示的な無線アクセスネットワー
クおよび例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図２】ＵＥが非ＤＣＨ状態である時にセル間干渉を検出および／または制御するための
システム図である。
【図３】ＵＥが非ＤＣＨ状態である時にセル間干渉を検出および／または制御する方法の
フロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本明細書の開示内容は、フォワードアクセスチャネル（ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ）状態にお
けるセル間干渉を制御するためのシステムおよび方法である。これを、例えば、セル間干
渉を克服し、そしてＣｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態のより広範囲に及ぶ使用を可能にするために
行うことができる。共通Ｅ－ＤＣＨリソースを単一のノードＢから割り当てることができ
るので、隣接ノードＢ間でアップリンクマクロダイバーシティを実行できない場合がある
。さらに、共通Ｅ－ＤＣＨリソースを割り当てられたＵＥに、セルの再選択を実行させる
ことができない。従って、共通Ｅ－ＤＣＨリソースの割り当てを所与のＵＥに数百ミリ秒
にわたって維持することによって、例えば、ＵＥが、非サービングノードＢによって制御
された隣接セルに近づくと、許容できないセル間干渉が生じる恐れがあるので実用的でな
い。いくつかの事例において、ネットワークは、ＵＥをＣｅｌｌ＿ＤＣＨ状態に遷移しな
ければならない場合があるか、または共通Ｅ－ＤＣＨリソースを割り当てた後、共通Ｅ－
ＤＣＨリソースを数百ミリ秒にわたって解放しなければならない場合がある。どちらの選
択肢も低レベルのアクティビティを長時間受けるのでＵＥに望ましくない。それにより、
本明細書で開示される実施形態は、ＵＥが自身の共通Ｅ－ＤＣＨリソースをより長い時間
保持できるようにさせ、そしてセル間干渉を最小限にできる。
【００１４】
　用語「非ＤＣＨ状態」は、ＵＥが無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）に完全に接続で
きない任意の状態を説明するために本明細書で使用される。例えば、ＵＥは、ＤＬ受信お
よびＵＬ送信用の専用リソースのセットを有しない場合がある。
【００１５】
　ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）では、用語「非ＤＣＨ状態」は、以下の
状態：ＩＤＬＥモード、ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態、およびＣＥＬＬ＿
ＦＡＣＨ状態のうちのいずれかを指す。
【００１６】
　用語「ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態のＥ－ＤＣＨ」、「非ＤＣＨ状態のＥ－ＤＣＨ」、「共
通Ｅ－ＤＣＨ」または「拡張ＲＡＣＨ」を使用して、競合ベースのＥ－ＤＣＨか、または
非ＤＣＨ状態で使用できる競合のない専用チャネルを指定できる。
【００１７】
　本開示に従ったシステムおよび方法の実施形態は、ＵＥに実際のまたは潜在的なセル間
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の干渉状況を検出させることができ、および／またはそのような状況が検出されると、本
明細書で説明する技術のいずれかを使用してＵＥにセル間の干渉状況を修正させるか、ま
たは回避させることができる。このような実施形態を本明細書でより詳細に説明する。
【００１８】
　共通Ｅ－ＤＣＨリソースのコンテキストにおいて本明細書で説明する技術は、Ｅ－ＤＣ
Ｈ送信がまったく実行されておらず、そしてＵＥが、スタンドアローンのＨＳ－ＤＰＣＣ
Ｈで動作するであろう、他のシナリオにも適応可能である。このような技術は、ＵＥがＨ
Ｓ－ＤＰＣＣＨ送信を行うために割り当てられた共通Ｅ－ＤＣＨリソースを有することが
できるシナリオに適用可能であり、例えば、その割り当てをＥ－ＤＣＨデータを用いずに
行うことができる。このような技術は、ＵＥが、ＨＳ－ＤＰＣＣＨを送信するための、Ｅ
－ＤＣＨチャネルを用いずに割り当てられた共通リソースを有することができるシナリオ
にも適用可能である。このような状況において、ＵＥは、チャネルの制御が原因でＵＬに
おいて干渉を生成するであろう。
【００１９】
　以下を参照する場合、共通Ｅ－ＤＣＨリソースは、非ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態のＵＥによ
って共有され得る専用リソースの共通セットを指す。この共通セットは、Ｅ－ＤＣＨ送信
を実行するために使用できるリソースのセットを含むことができる。例えば、そのリソー
スのセットは、Ｅ－ＤＣＨ個別チャネル（データおよび制御）およびＤＰＣＣＨ、Ｆ－Ｄ
ＰＣＨ、ＨＳ－ＤＰＣＣＨなどの、専用制御チャネルを含むことができる。別の例として
、そのリソースのセットは、電力制御ループ動作を実行する、任意にはＤＰＣＣＨおよび
Ｆ－ＤＰＣＨを含む、ＨＳ－ＤＰＣＣＨフィードバックを実行するリソースを含むことが
できる。
【００２０】
　図１Ａは、実施可能な開示された１または複数の実施形態における例示的な通信システ
ム１００の図である。通信システム１００を、音声、データ、ビデオ、メッセージング、
ブロードキャストなどのコンテンツを複数の無線ユーザに提供する、多元接続システムに
することができる。通信システム１００は、無線帯域幅を含むシステムリソースの共有を
通じて、複数の無線ユーザがそのようなコンテンツにアクセスすることを可能にする。例
えば、通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭ
Ａ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、単一キャリアＦ
ＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などの、１または複数のチャネルアクセス方法を用いることが
できる。
【００２１】
　図１Ａに示すように、通信システム１００は、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄと、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４
と、コアネットワーク１０６と、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８と、インターネット
１１０と、他のネットワーク１１２とを含むことができるが、開示された実施形態は、任
意の数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素も企図して
いることが認識されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれ
を、無線環境で動作および／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスに
してよい。例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無線信号を
送信および／または受信するように構成されてもよく、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固
定式または移動式加入者ユニット、ページャ、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマ
ートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、無線センサ、家電
製品などを含んでよい。
【００２２】
　通信システム１００は、基地局１１４ａと基地局１１４ｂとを含むこともできる。基地
局１１４ａ、１１４ｂのそれぞれは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ
のうちの少なくとも１つとワイヤレスにインタフェースして、コアネットワーク１０６、
インターネット１１０、および／またはネットワーク１１２などの、１または複数の通信
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ネットワークへのアクセスを容易にするように構成された任意のタイプの装置としてよい
。例として、基地局１１４ａ、１１４ｂを、ベーストランシーバ基地局（ＢＴＳ）、ノー
ドＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、サイトコントローラ、アクセス
ポイント（ＡＰ）、無線ルータなどにしてよい。基地局１１４ａ、１１４ｂはそれぞれ、
単一要素として示されているが、基地局１１４ａ、１１４ｂは、相互接続された任意の数
の基地局および／またはネットワーク要素を含んでよいことが認識されよう。
【００２３】
　基地局１１４ａを、ＲＡＮ１０４の一部にすることができ、ＲＡＮは、基地局コントロ
ーラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、中継ノードなどの、他の基
地局および／またはネットワーク要素（図示せず）を含むこともできる。基地局１１４ａ
および／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれる、特定の地理的領域内で
無線信号を送信および／または受信するように構成されてもよい。セルをセルセクタにさ
らに分割できる。例えば、基地局１１４ａと関連付けられたセルを３つのセクタに分割で
きる。従って、一実施形態において、基地局１１４ａは、３つのトランシーバ、即ち、セ
ルの１セクタ当たり１トランシーバを含むことができる。別の実施形態において、基地局
１１４ａは、ＭＩＭＯ(multiple-input multiple output)技術を用いることができるので
、セルの１セクタ当たり複数のトランシーバを利用することができる。
【００２４】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、無線インタフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１または複数と通信でき、無線インタフェースを
、適した任意の無線通信リンク（例えば、無線周波数（ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（Ｉ
Ｒ）、紫外線（ＵＶ）、可視光線など）にしてよい。適した任意の無線アクセス技術（Ｒ
ＡＴ）を使用して、無線インタフェース１１６を確立できる。
【００２５】
　より詳細には、上述のように、通信システム１００を、多元接続システムにすることが
でき、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどの、１または複
数のチャネルアクセススキームを用いることができる。例えば、ＲＡＮ１０４内の基地局
１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、広域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）
を使用して無線インタフェース１１６を確立できる、ユニバーサル移動体通信システム（
ＵＭＴＳ）地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装できる。ＷＣＤＭＡは
、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／または進化型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）など
の通信プロトコルを含むことができる。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケットアクセス
（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含む
ことができる。
【００２６】
　別の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴ
Ｅ－Ａ）を使用して無線インタフェース１１６を確立できる、進化型ＵＭＴＳ地上波無線
アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装できる。
【００２７】
　その他の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃは、ＩＥＥＥ８０２．１６（即ち、マイクロ波アクセスのための世界規模の相互運用
（ＷｉＭＡＸ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００ＥＶ－
ＤＯ、ＩＳ－２０００(Interim Standard 2000)、ＩＳ－９５(Interim Standard 95)、Ｉ
Ｓ－８５６(Interim Standard 856)、移動体通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（
登録商標））、ＧＳＭエボリューションのための拡張データレート（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ
　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）などの無線技術を実装できる。
【００２８】
　図１Ａの基地局１１４ｂを、例えば、無線ルータ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ
、またはアクセスポイントにすることができ、事業所、住居、車、キャンパスなどのロー
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カルエリアで無線接続性を容易にするのに適した任意のＲＡＴを利用してよい。一実施形
態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、無線ローカルエリア
ネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立するＩＥＥＥ８０２．１１などの、無線技術を実装でき
る。別の実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、無線
パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立するＩＥＥＥ８０２．１５などの、無
線技術を実装できる。さらに別の実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０
２ｃ、１０２ｄは、セルベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳ
Ｍ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用して、ピコセルまたはフェムトセルを確立できる。
図１Ａに示すように、基地局１１４ｂは、インターネット１１０に直接接続できる。従っ
て、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６経由でインターネット１１０にアクセス
する必要がない。
【００２９】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信でき、コアネットワーク１０６は、音
声、データ、アプリケーション、および／またはボイスオーバーインターネットプロトコ
ル（ＶｏＩＰ）サービスを、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうち１
または複数に提供するように構成された任意のタイプのネットワークにされてもよい。例
えば、コアネットワーク１０６は、呼制御、課金サービス、移動体の位置ベースのサービ
ス、プリペイド電話、インターネット接続性、映像配信などを提供でき、および／または
ユーザ認証などのハイレベルのセキュリティ機能を実行できる。図１Ａに示していないが
、ＲＡＮ１０４および／またはコアネットワーク１０６を、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴま
たは異なるＲＡＴを用いた、他のＲＡＴとの直接または間接通信にすることができること
が認識されよう。例えば、コアネットワーク１０６は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用する
ＲＡＮ１０４に接続されることに加えて、ＧＳＭ無線技術を用いた別のＲＡＮ（図示せず
）と通信することもできる。
【００３０】
　コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄがＰＳ
ＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または他のネットワーク１１２にアクセス
するためのゲートウェイとして機能することもできる。ＰＳＴＮ１０８は、旧来の音声電
話サービス（ＰＯＳＴ）を提供する回線交換電話網を含むことができる。インターネット
１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイートにおける伝送制御プロトコル
（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）およびインターネットプロトコル
（ＩＰ）などの、一般的な通信プロトコルを使用して相互接続されたコンピュータネット
ワークおよびデバイスのグローバルシステムを含むことができる。ネットワーク１１２は
、他のサービスプロバイダによって所有および／または運用される有線または無線通信ネ
ットワークを含むことができる。例えば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ１０４と同じＲ
ＡＴまたは異なるＲＡＴを用いることができる、１または複数のＲＡＮに接続された別の
コアネットワークを含むことができる。
【００３１】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのいくつか
またはすべては、マルチモード能力を含むことができる。即ち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンクを介して異なる無線ネットワークと通信
する複数のトランシーバを含むことができる。例えば、図１Ａに示したＷＴＲＵ１０２ｃ
を、セルベースの無線技術を用いることができる基地局１１４ａと、ＩＥＥＥ８０２無線
技術を用いることができる基地局１１４ｂとの通信を行うように構成できる。
【００３２】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂに示すように、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、プロセッサ１１８と、トランシーバ１２０と、送信／受信要素１２２と、ス
ピーカ／マイクロフォン１２４と、キーパッド１２６と、ディスプレイ／タッチパッド１
２８と、ノンリムーバブルメモリ１３０と、リムーバブルメモリ１３２と、電源１３４と
、全地球測位システム（ＧＰＳ）チップセット１３６と、他の周辺機器１３８とを含むこ
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とができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と整合性を保った上で、上述の要素の任意の組
み合わせを含んでよいことが認識されよう。
【００３３】
　プロセッサ１１８を、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連動する１または
複数のマイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
、現場プログラム可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、その他のタイプの集積回路（ＩＣ
）、ステートマシンなどにすることができる。プロセッサ１１８は、信号コーディング、
データ処理、電力制御、入力／出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２が無線環境で動
作することを可能にするその他の機能性を実行できる。プロセッサ１１８をトランシーバ
１２０に結合でき、トランシーバ１２０を送信／受信要素１２２に結合できる。図１Ｂで
は、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０とを個別のコンポーネントとして示している
が、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０とを電子パッケージまたはチップ内にまとめ
ることができることが認識されよう。
【００３４】
　送信／受信要素１２２を、無線インタフェース１１６を介して基地局（例えば、基地局
１１４ａ）と信号の送受信を行うように構成できる。例えば、一実施形態において、送信
／受信要素１２２を、ＲＦ信号を送信および／または受信するように構成されたアンテナ
にすることができる。別の実施形態において、送信／受信要素１２２を、例えば、ＩＲ、
ＵＶ、または可視光線の信号を送信および／または受信するように構成されたエミッタ／
検出器にすることができる。さらに別の実施形態において、送信／受信要素１２２を、Ｒ
Ｆ信号と光信号との両方を送受信するように構成できる。送信／受信要素１２２を、無線
信号の任意の組み合わせを送信および／または受信するように構成できることが認識され
よう。
【００３５】
　さらに、送信／受信要素１２２を単一要素として図１Ｂに示しているが、ＷＴＲＵ１０
２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含んでよい。より詳細には、ＷＴＲＵ１０２は
、ＭＩＭＯ技術を用いることができる。従って、一実施形態において、ＷＴＲＵ１０２は
、インタフェース１１６を介して無線信号を送受信する２または３以上の送信／受信要素
１２２（例えば、複数のアンテナ）を含むことができる。
【００３６】
　トランシーバ１２０を、送信／受信要素１２２によって送信される信号を変調して、送
信／受信要素１２２によって受信された信号を復調するように構成できる。上述のように
、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード能力を有することができる、従って、トランシーバ１
２０は、ＷＴＲＵ１０２が、例えば、ＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１などの、複数
のＲＡＴを通じて通信することを可能にする複数のトランシーバを含むことができる。
【００３７】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８を、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーバッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）表示ユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示ユニット）に結合し
て、ユーザ入力データを受信できる。プロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１
２４、キーバッド１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８にユーザデ
ータを出力することもできる。さらに、プロセッサ１１８は、ノンリムーバブルメモリ１
３０および／またはリムーバブルメモリ１３２などの、適した任意のタイプのメモリから
の情報にアクセスして、それらのメモリにデータを記憶できる。ノンリムーバブルメモリ
１３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、ハー
ドディスク、またはその他のタイプのメモリ記憶デバイスを含むことができる。リムーバ
ブルメモリ１３２は、ＳＩＭ(subscriber identity module)カード、メモリスティック、
ＳＤ(secure digital)メモリカードなどを含むことができる。他の実施形態において、プ
ロセッサ１１８は、サーバまたはホームコンピュータ（図示せず）などの、物理的にＷＴ
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ＲＵ１０２に置いてないメモリからの情報にアクセスして、それらのメモリにデータを記
憶できる。
【００３８】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、その電力をＷＴＲＵ
１０２内の他のコンポーネントに配分および／または制御するように構成されることがで
きる。電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力供給するのに適した任意のデバイスにしてよ
い。例えば、電源１３４は、１または複数の乾電池（例えば、ニッケルカドミウム（Ｎｉ
Ｃｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ
－ｉｏｎ）など）、太陽電池、燃料電池などを含むことができる。
【００３９】
　プロセッサ１１８をＧＰＳチップセット１３６に結合することもでき、ＧＰＳチップセ
ット１３６を、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（例えば、経緯度）を提供
するように構成できる。追加または代替として、ＧＰＳチップセット１３６からの情報に
より、ＷＴＲＵ１０２は、基地局（例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）から無線インタ
フェース１１６を介して位置情報を受信し、および／または２または３以上の近隣の基地
局から受信される信号のタイミングに基づいて自身の位置を判定できる。ＷＴＲＵ１０２
は、実施形態と整合性を保った上で、適した任意の位置判定方法によって位置情報を取得
してよいことが認識されよう。
【００４０】
　プロセッサ１１８をさらに他の周辺機器１３８に結合することができ、周辺機器１３８
は、付加的な特徴、機能性および／または有線または無線接続性を提供する、１または複
数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモジュールを含むことができる
。例えば、周辺機器１３８は、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバ、デジタルカ
メラ（写真またはビデオ用）、ＵＳＢ(universal serial bus)ポート、振動デバイス、テ
レビトランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュ
ール、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビ
デオゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザなどを含むことができる。
【００４１】
　図１Ｃは、実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６ａのシステム図
である。上述のように、ＲＡＮ１０４は、ＵＴＲＡ無線技術を用いて、無線インタフェー
ス１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信できる。ＲＡＮ１０４は
、コアネットワーク１０６ａとも通信できる。図１Ｃに示すように、ＲＡＮ１０４は、ノ
ードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むことができ、そのそれぞれが、無線インタフ
ェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１または
複数のトランシーバを含むことができる。ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれ
ぞれを、ＲＡＮ１０４内の特定のセル（図示せず）と関連付けることができる。ＲＡＮ１
０４は、ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂを含むこともできる。ＲＡＮ１０４は、実施形態と整
合性を保った上で、任意の数のノードＢおよびＲＮＣを含むことができることが認識され
よう。
【００４２】
　図１Ｃに示すように、ノードＢ１４０ａ、１４０ｂは、ＲＮＣ１４２ａと通信できる。
付加的には、ノードＢ１４０ｃは、ＲＮＣ１４２ｂと通信できる。ノードＢ１４０ａ、１
４０ｂ、１４０ｃは、Ｉｕｂインタフェース経由でそれぞれＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂと
通信できる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂは、Ｉｕｒインタフェース経由で互いに通信でき
る。１４２ａ、１４２ｂのそれぞれを、接続されているノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１
４０ｃのそれぞれを制御するように構成できる。さらに、１４２ａ、１４２ｂのそれぞれ
を、外ループ電力制御、ロード制御、許可制御、パケットスケジューリング、ハンドオー
バー制御、マクロダイバーシティ、セキュリティ機能、データ暗号化などの、他の機能性
を実行またはサポートするように構成できる。
【００４３】
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　図１Ｃに示したコアネットワーク１０６は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）１４４、
モバイル交換センター（ＭＳＣ）１４６、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ
）１４８、および／またはゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）１５０を含
むことができる。上述した要素のそれぞれをコアネットワーク１０６ａの一部として示し
ているが、これらの要素のいずれも、コアネットワーク通信業者以外のエンティティによ
って所有および／または運用可能であることが認識されよう。
【００４４】
　ＲＡＮ１０４内のＲＮＣ１４２ａを、ＩｕＣＳインタフェース経由でコアネットワーク
１０６ａ内のＭＳＣ１４６に接続できる。ＭＳＣ１４６をＭＧＷ１４４に接続できる。Ｍ
ＳＣ１４６およびＭＧＷ１４４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにＰＳＴＮ１
０８などの回路交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃと従来の固定電話回線による通信デバイスとの間の通信を容易にすることがで
きる。
【００４５】
　ＲＡＮ１０４内のＲＮＣ１４２ａを、ＩｕＰＳインタフェース経由でコアネットワーク
１０６ａ内のＳＧＳＮ１４８に接続することもできる。ＳＧＳＮ１４８をＧＣＳＮ１５０
に接続できる。ＳＧＳＮ１４８およびＧＣＳＮ１５０は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃにインターネット１１０などの、パケット交換ネットワークへのアクセスを提供
して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰにより可能となる(IP-enabled)デバ
イスとの間の通信を容易にすることができる。
【００４６】
　上述のように、コアネットワーク１０６を、他のサービスプロバイダによって所有およ
び／または運用される他の有線または無線ネットワークを含むことができる、ネットワー
ク１１２に接続することもできる。
【００４７】
　図１Ｄは、実施形態に従ったＲＡＮ１０４ｂおよびコアネットワーク１０６ｂのシステ
ム図である。上述のように、ＲＡＮ１０４ｂは、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を用いて、無線イ
ンタフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ｄ、１０２ｅ、１０２ｆと通信できる。ＲＡ
Ｎ１０４は、コアネットワーク１０６ｂとも通信できる。
【００４８】
　ＲＡＮ１０４は、ｅノードＢ１４０ｄ、１４０ｅ、１４０ｆを含むことができるが、Ｒ
ＡＮ１０４は、実施形態と整合性を保った上で、任意の数のｅノードＢを含んでよいこと
が認識されよう。ｅノードＢ１４０ｄ、１４０ｅ、１４０ｆはそれぞれ、無線インタフェ
ース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ｄ、１０２ｅ、１０２ｆと通信するための１または複
数のトランシーバを含むことができる。一実施形態において、ｅノードＢ１４０ｄ、１４
０ｅ、１４０ｆは、ＭＩＭＯ技術を実装できる。従って、ｅノードＢ１４０ｄは、例えば
、ＷＴＲＵ１０２ｄと無線信号を送受信するための複数のアンテナを使用できる。
【００４９】
　ｅノードＢ１４０ｄ、１４０ｅ、１４０ｆのそれぞれを、特定のセル（図示せず）と関
連付けることができ、そして無線リソース管理決定、ハンドオーバー決定、アップリンク
および／またはダウンリンクのユーザのスケジューリングなどを処理するように構成でき
る。図１Ｄに示すように、ｅノードＢ１４０ｄ、１４０ｅ、１４０ｆは、Ｘ２インタフェ
ースを介して互いに通信できる。
【００５０】
　図１Ｄに示したコアネットワーク１０６ｂは、モビリティ管理ゲートウェイ（ＭＭＥ）
１４３、サービングゲートウェイ１４５、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）
ゲートウェイ１４７を含むことができる。上述した要素のそれぞれをコアネットワーク１
０６ｂの一部として示しているが、これらの要素のいずれも、コアネットワーク通信業者
以外のエンティティによって所有および／または運用されてよいことが認識されよう。
【００５１】
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　ＭＭＥ１４３を、Ｓ１インタフェース経由でＲＡＮ１０４ｂ内のｅノードＢ１４０ｄ、
１４０ｅ、１４０ｆのそれぞれに接続でき、制御ノードとして機能できる。例えば、ＭＭ
Ｅ１４３は、ＷＴＲＵ１０２ｄ、１０２ｅ、１０２ｆのユーザを認証すること、ベアラを
アクティブ化／非アクティブ化すること、ＷＴＲＵ１０２ｄ、１０２ｅ、１０２ｆの初期
接続(initial attach)時に特定のサービングゲートウェイを選択することなどに関与する
ことができる。ＭＭＥ１４３は、ＲＡＮ１０４ｂと、ＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなどの他の
無線技術を用いる他のＲＡＮ（図示せず）とを切り替える制御プレーン機能を提供するこ
ともできる。
【００５２】
　サービングゲートウェイ１４５を、Ｓ１インタフェース経由でＲＡＮ１０４ｂ内のｅノ
ードＢ１４０ｄ、１４０ｅ、１４０ｆのそれぞれに接続できる。サービングゲートウェイ
１４５は一般に、ＷＴＲＵ１０２ｄ、１０２ｅ、１０２ｆへの／からのユーザデータパケ
ットを経路指定してフォワードできる。サービングゲートウェイ１４５は、ｅノードＢ間
のハンドオーバー時にユーザプレーンをアンカーすること、ダウンリンクデータがＷＴＲ
Ｕ１０２ｄ、１０２ｅ、１０２ｆに使用可能になった時にページングをトリガすること、
ＷＴＲＵ１０２ｄ、１０２ｅ、１０２ｆのコンテキストを管理して記憶することなどの、
他の機能も実行できる。
【００５３】
　サービングゲートウェイ１４５をＰＤＮゲートウェイ１４７に接続することもでき、Ｐ
ＤＮゲートウェイは、ＷＴＲＵ１０２ｄ、１０２ｅ、１０２ｆにインターネット１１０な
どの、パケット交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ｄ、１０２ｅ
、１０２ｆとＩＰにより可能となる(IP-enabled)デバイスとの間の通信を容易にすること
ができる。
【００５４】
　コアネットワーク１０６ｂは、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。
例えば、コアネットワーク１０６ｂは、ＷＴＲＵ１０２ｄ、１０２ｅ、１０２ｆにＰＳＴ
Ｎ１０８などの回路交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ｄ、１０
２ｅ、１０２ｆと従来の固定電話回線による通信デバイスとの間の通信を容易にすること
ができる。例えば、コアネットワーク１０６ｂは、コアネットワーク１０６ｂとＰＳＴＮ
１０８との間のインタフェースとして機能するＩＰゲートウェイ（例えば、ＩＰマルチメ
ディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバ）を含むことができるか、またはこれと通信できる
。さらに、コアネットワーク１０６ｂは、他のサービスプロバイダによって所有および／
または運用される他の有線または無線通信ネットワークを含むことができる、ネットワー
ク１１２へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ｄ、１０２ｅ、１０２ｆに提供できる。
【００５５】
　図１Ｅは、実施形態に従ったＲＡＮ１０４ｃおよびコアネットワーク１０６ｃのシステ
ム図である。ＲＡＮ１０４ｃを、ＩＥＥＥ８０２．１６無線技術を用いて、無線インタフ
ェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ｇ、１０２ｈ、１０２ｉと通信するアクセスサービ
スネットワーク（ＡＳＮ）にすることができる。以下にさらに論じられるように、てＷＴ
ＲＵ１０２ｇ、１０２ｈ、１０２ｉの異なる機能エンティティとコアネットワーク１０６
ｃとの間の通信リンクを参照ポイントとして定義できる。
【００５６】
　図１Ｅに示すように、ＲＡＮ１０４ｃは、基地局１４０ｇ、１４０ｈ、１４０ｉおよび
ＡＳＮゲートウェイ１４１を含むことができるが、ＲＡＮ１０４は、実施形態と整合性を
保った上で、任意の数の基地局およびＡＳＮゲートウェイを含んでよいことが認識されよ
う。基地局１４０ｇ、１４０ｈ、１４０ｉをそれぞれ、ＲＡＮ１０４ｃ内の特定のセル（
図示せず）と関連付けることができ、そしてそれぞれは、無線インタフェース１１６を介
してＷＴＲＵ１０２ｇ、１０２ｈ、１０２ｉと通信するための１または複数のトランシー
バを含むことができる。一実施形態において、基地局１４０ｇ、１４０ｈ、１４０ｉは、
ＭＩＭＯ技術を実装できる。従って、基地局１４０ｇは、例えば、ＷＴＲＵ１０２ｇと無
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線信号を送受信するための複数のアンテナを使用できる。基地局１４０ｇ、１４０ｈ、１
４０ｉは、ハンドオフトリガリング、トンネル確立、無線リソース管理、トラフィック分
類、サービス品質（ＱｏＳ）ポリシー強制などの、モビリティ管理機能を提供することも
できる。ＡＳＮゲートウェイ１４１は、トラフィック集約ポイントとして機能でき、そし
てページング、加入者プロファイルのキャッシング、コアネットワーク１０６ｃへのルー
ティングなどに関与することができる。
【００５７】
　ＷＴＲＵ１０２ｇ、１０２ｈ、１０２ｉとＲＡＮ１０４ｃとの間の無線インタフェース
１１６を、ＩＥＥＥ８０２．１６仕様を実装するＲ１参照ポイントとして定義できる。さ
らに、ＷＴＲＵ１０２ｇ、１０２ｈ、１０２ｉのそれぞれは、コアネットワーク１０６ｃ
との論理インタフェース（図示せず）を確立できる。ＷＴＲＵ１０２ｇ、１０２ｈ、１０
０ｉとコアネットワーク１０６ｃとの間の論理インタフェースをＲ２参照ポイントとして
定義でき、この参照ポイントを認証、承認、ＩＰホスト構成管理、および／またはモビリ
ティ管理のために使用できる。
【００５８】
　基地局１４０ｇ、１４０ｈ、１４０ｉのそれぞれの間の通信リンクを、ＷＴＲＵハンド
オーバーおよび基地局間のデータ転送を容易にするためのプロトコルを含むＲ８参照ポイ
ントとして定義できる。基地局１４０ｇ、１４０ｈ、１４０ｉとＡＳＮゲートウェイ１４
１との間の通信リンクをＲ６参照ポイントとして定義できる。Ｒ６参照ポイントは、ＷＴ
ＲＵ１０２ｇ、１０２ｈ、１０２ｉのそれぞれと関連付けられるモビリティイベントに基
づくモビリティ管理を容易にするためのプロトコルを含むことができる。
【００５９】
　図１Ｅに示すように、ＲＡＮ１０４をコアネットワーク１０６ｃに接続できる。ＲＡＮ
１０４ｃとコアネットワーク１０６ｃとの間の通信リンクを、例えば、データ転送および
モビリティ管理能力のためのプロトコルを含むＲ３参照ポイントとして定義できる。コア
ネットワーク１０６ｃは、モバイルＩＰホームエージェント（ＭＩＰ－ＨＡ）１４４、認
証、承認、アカウンティング（ＡＡＡ）サーバ１５６、およびゲートウェイ１５８を含む
ことができる。上述した要素のそれぞれをコアネットワーク１０６ｃの一部として示して
いるが、これらの要素のいずれも、コアネットワーク通信業者以外のエンティティによっ
て所有および／または運用可能であることが認識されよう。
【００６０】
　ＭＩＰ－ＨＡは、ＩＰアドレス管理に関与することができ、そしてＷＴＲＵ１０２ｇ、
１０２ｈ、１０２ｉが、異なるＡＳＮおよび／または異なるコアネットワーク間でローム
することを可能にする。ＭＩＰ－ＨＡ１５４は、ＷＴＲＵ１０２ｇ、１０２ｈ、１０２ｉ
にインターネット１１０などパケット交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲ
Ｕ１０２ｇ、１０２ｈ、１０２ｉとＩＰにより可能となる(IP-enabled)デバイスとの間の
通信を容易にすることができる。ＡＡＡサーバ１５６は、ユーザ認証およびユーザサービ
スのサポートに関与することができる。ゲートウェイ１５８は、他のネットワークとの相
互作用を容易にすることができる。例えば、ゲートウェイ１５８は、ＷＴＲＵ１０２ｇ、
１０２ｈ、１０２ｉにＰＳＴＮ１０８など回路交換ネットワークへのアクセスを提供して
、ＷＴＲＵ１０２ｇ、１０２ｈ、１０２ｉと従来の固定電話回線による通信デバイスとの
間の通信を容易にすることができる。さらに、ゲートウェイ１５８は、他のサービスプロ
バイダによって所有および／または運用される他の有線または無線ネットワークを含むこ
とができる、ネットワーク１１２へのアクセスを、ＷＴＲＵ１０２ｇ、１０２ｈ、１０２
ｉに提供できる。
【００６１】
　図１Ｅに示していないが、ＲＡＮ１０４ｃを他のＡＳＮに接続でき、およびコアネット
ワーク１０６ｃを他のコアネットワークに接続できることが認識されよう。ＲＡＮ１０４
ｃと他のＡＳＮとの間の通信リンクをＲ４参照ポイントとして定義でき、この参照ポイン
トは、ＲＡＮ１０４ｃと他のＡＳＮとの間でＷＴＲＵ１０２ｇ、１０２ｈ、１０２ｉのモ
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ビリティを調整するためのプロトコルを含むことができる。コアネットワーク１０６ｃと
他のコアネットワークとの間の通信リンクをＲ５参照ポイントとして定義でき、この参照
ポイントは、ホームコアネットワークと移動してきた(visited)コアネットワークとの間
の相互作用を容易にするためのプロトコルを含むことができる。
【００６２】
　一実施形態において、干渉の状況またはイベントを検出できる。ＵＥは、以下で説明す
る技術のうちの１または複数を使用して、起こるであろう非サービングセルのセル間干渉
を検出できる。干渉の状況またはイベントを検出した後、ＵＥは、後で説明するような少
なくとも１つのアクションをとることができる。
【００６３】
　一実施形態において、干渉表示信号を使用して、干渉状況を検出できる。例えば、ＵＥ
が少なくとも１つの干渉表示信号の送信を受信または検出するならば、ＵＥは、セル間干
渉が起こるであろうことを考慮に入れるまたは判定できる。サービングセルまたは犠牲セ
ルから干渉表示信号を送信できる。干渉が一定の閾値を超えていることを干渉表示信号が
示すならば、ＵＥは、干渉が起こるであろうことを判定できる。干渉表示信号は、犠牲セ
ルが、共通Ｅ－ＤＣＨ上の送信などの、ＵＥからの少なくとも１つの送信による著しい干
渉を受けるであろうことを表示できる。
【００６４】
　さまざまな特徴のうちの１または複数によって、干渉表示信号を定義できる。例えば、
干渉表示信号を送信するために使用されるダウンリンク搬送波周波数によって、干渉表示
信号を定義できる。別の例において、干渉表示信号をスクランブルするために使用できる
スクランブリングコードによって、干渉表示信号を定義できる。別の例において、少なく
とも１つの署名シーケンスおよびチャネライゼーションコードによって定義できる、相対
的許可チャネル（Ｅ－ＲＧＣＨ）からの個別の信号によって、干渉表示信号を定義できる
。この事例において、干渉表示信号を「Ｅ－ＲＧＣＨ」または「共通Ｅ－ＲＧＣＨ」と呼
ぶ。別の例において、端数ＤＰＣＨ（Ｆ－ＤＰＣＨ）チャネルからの個別の信号によって
、干渉表示信号を定義できる。別の例において、Ｆ－ＤＰＣＨフレームオフセット、Ｆ－
ＤＰＣＨスロットフォーマット、コード番号などによって、干渉表示信号を定義できる。
別の例において、新しく定義されたタイプの物理チャネルからの個別の信号によって、干
渉表示信号を定義できる。
【００６５】
　実施形態において、ＵＥは、さまざまな手段のうちの１または複数を使用して共通Ｅ－
ＤＣＨ送信に適応可能な干渉表示信号用の特徴セットを取得できる。所与の搬送波周波数
で送信するために現在使用されている共通Ｅ－ＤＣＨリソースを使用して、干渉表示信号
用の特徴を取得できる。例えば、個別の共通Ｅ－ＤＣＨリソースと、対応する干渉表示信
号（またはそのサブセット）の特徴との間のマッピングを上位層シグナリングによって提
供できる。代替として、干渉表示信号の特徴は、ＵＥによって使用される共通Ｅ－ＤＣＨ
リソースから独立することができる。これによって、複数のセルからの複数のＵＥが共通
干渉表示信号を使用可能になる。
【００６６】
　ＵＥは、干渉表示信号を送信するために使用される搬送波周波数を使用して、干渉表示
信号用の特徴セットを取得できる。例えば、干渉表示信号のダウンリンク搬送波周波数は
、対応する共通Ｅ－ＤＣＨ送信のアップリンク搬送波にリンクされるダウンリンク搬送波
に対応できる。
【００６７】
　ＵＥは、干渉表示信号を送信可能な犠牲セルのアイデンティティを使用して、干渉表示
信号用の特徴セットを取得できる。例えば、犠牲セルのスクランブリング主コードを使用
して、干渉表示信号をスクランブルし、そして同じダウンリンク搬送波周波数で送信でき
る。別の例において、干渉表示信号によって使用できる個別のチャネライゼーションコー
ドおよび署名シーケンスを使用して取得できる特徴は、犠牲セルに特化することができる
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。別の例示的実施形態において、個別の犠牲セル間のマッピングを使用して特徴を取得で
き、そして対応する干渉表示信号（またはそのサブセット）の特徴を上位層シグナリング
によって提供できる（以下に記載の例を参照）。
【００６８】
　ＵＥは、サービングセルのシステム情報を介して提供される上位層シグナリングを使用
して、干渉表示信号用の特徴セットを取得できる。例えば、確認情報を、各共通Ｅ－ＤＣ
Ｈリソースのシステム情報でブロードキャストすることができ、そして確認情報は、隣接
犠牲セルの干渉表示信号に対する個別の構成を含むことができる。
【００６９】
　ＵＥは、犠牲セル（複数）のシステム情報を介して提供される上位層シグナリングを使
用して、干渉表示信号用の特徴セットを取得できる。
【００７０】
　ＵＥは、Ｃｅｌｌ　Ｕｐｄａｔｅ　Ｃｏｎｆｉｒｍメッセージなどの、専用手段で提供
される上位層シグナリングを使用して、干渉表示信号用の特徴セットを取得できる。
【００７１】
　ＵＥは、本明細書で説明する方法のうちの１つを使用して、共通パイロットチャネル（
ＣＰＩＣＨ）の特徴を備えることもできる。これを、例えば、干渉表示信号のデコーディ
ングを支援するために行うことができる。
【００７２】
　さらに、ＵＥは、干渉表示信号の適用性または有用性を制御できる閾値を判定できる。
例えば、ＵＥは、閾値を判定でき、そして閾値を超えた場合に干渉表示信号を適用できる
。閾値は、干渉表示信号を送信するセルまたは干渉表示信号自体のＣＰＩＣＨの最小の信
号レベルまたは品質を表示できる。閾値を、上位層によって事前決定できる値にすること
ができる。閾値は、上位層によって事前決定されるまたはシグナルされるオフセットに任
意に付加できる、サービングセルのＣＰＩＣＨの受信信号レベル（ＲＳＣＰ）または品質
（Ｅｃ／Ｉｏ）に基づくこともできる。別の例において、閾値は、上位層によって事前決
定されるまたはシグナルされるオフセットに任意に付加される、干渉表示信号によって示
される犠牲セルのＣＰＩＣＨの受信信号レベル（ＲＳＣＰ）または品質（Ｅｃ／Ｉｏ）に
基づくことができる。閾値は、サービングセルと犠牲セルとの間におけるＣＰＩＣＨの受
信信号レベル（ＲＳＣＰ）または品質（Ｅｃ／Ｉｏ）の相対的差異基づくこともできる。
ＲＳＣＰまたはＥｃ／Ｉｏを、上位層によって事前決定されるまたはシグナルされるオフ
セットに付加できる。例えば、ＵＥは、犠牲セルがイベントをトリガするならば、犠牲セ
ルからの干渉表示信号が適用可能になると判定できる。このイベントをイベント１Ａと同
様にすることができ、そこでＣＰＩＣＨが受信した信号電力または品質が、サービングセ
ルのＣＰＩＣＨの信号電力または品質よりも高くなる場合、オフセット、ヒステリシスお
よびトリガする時間を上位層によって提供できる最小継続期間（トリガする時間）に、オ
フセットおよび、任意には、ヒステリシスを差し引く。ＵＥは、犠牲セルがイベントをト
リガするならば、犠牲セルからの干渉表示信号がもはや適用可能でなはいと判定できる。
このイベントをイベント１Ｂと同様にすることができ、そこでＣＰＩＣＨが受信した信号
電力または品質が、サービングセルのＣＰＩＣＨの信号電力または品質よりも低くなる場
合、オフセットを差し引き、恐らく最小継続期間（トリガする時間）に、恐らくヒステリ
シスを差し引く。
【００７３】
　任意の閾値検査は、ＵＥ送信電力から得られるパラメータに基づくまたは適用すること
ができる。例えば、サービングセルのＣＰＩＣＨの受信信号レベル（ＲＳＣＰ）または品
質（Ｅｃ／Ｉｏ）、犠牲セルのＣＰＩＣＨの受信信号レベル（ＲＳＣＰ）または品質（Ｅ
ｃ／Ｉｏ）および／またはこれらの値における相対的差異の組み合わせを閾値に使用でき
る。この閾値検査は、ＵＥ送信電力に基づくことができる。ＵＥは、自身の電力が一定の
閾値を超えているかどうかを考慮に入れることができる。ＵＥは、自身のＵＰＨが一定の
閾値を下回っていることを考慮に入れることができる。ＵＥは、ＤＰＣＣＨ、ＨＳ－ＤＰ
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ＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＣＣＨなどの、チャネルのサブセット用の送信電力が閾値を超えている
かどうかを考慮に入れることができる。
【００７４】
　ＵＥは、潜在的に干渉表示信号を送信するであろう犠牲セルのセットを取得できる。犠
牲セルのセットを、サービングセルのシステム情報を介して提供される上位層シグナリン
グからの犠牲セルのリストを取得することによって取得できる。例えば、ＵＥは、セルが
システム情報ブロック１１にリスト化されていて、恐らくはブーリン表示が、そのセルを
犠牲セルのリストに含めなければならないと表示する場合に限り、そのセルを犠牲セルと
判定できる。代替として、犠牲セルのリストを専用手段で提供できる。例えば、Ｃｅｌｌ
　Ｕｐｄａｔｅ　ＣｏｎｆｉｒｍメッセージまたはＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｓｅｔｕ
ｐメッセージまたはＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージで犠牲セルのリストを提
供できる。犠牲セルのリストを、隣接セルからの信号を測定し、そしてその測定が閾値を
超えているかどうかを判定することによって取得できる。閾値は、例えば、ＣＰＩＣＨ　
ＲＳＣＰ、ＣＰＩＣＨ、またはＥｃ／Ｉｏなどの、サービングセルからオフセットに（ｄ
Ｂ単位で）付加される測定、サービングセルからの測定と潜在的な犠牲セルとの間の相対
的差異などのうちの１または複数を含むことができる。
【００７５】
　測定できる隣接セルのセット、ならびに対応する閾値またはオフセットの値を、上位層
シグナリングを介して取得できる。隣接セルのサブセットも、その存在の自律検出を介し
てＵＥによって取得できる。測定は、隣接セルのＣＰＩＣＨ　ＲＳＣＰ、ＣＰＩＣＨ、Ｅ
ｃ／Ｉｏなどを含むことができる。
【００７６】
　ＵＥが干渉表示信号をモニタできる犠牲セルのセットのサイズを制約できる。例えば、
ＵＥは、例えば、本明細書で説明する機構を使用したＲＦ測定に基づいて２つの最も近い
隣接犠牲セルを選択できる。上位層シグナリングを介してそのサイズを事前定義または構
成できる。
【００７７】
　ＵＥは、潜在的なまたは実際のセル間干渉を検出するいくつかの技術を使用することも
できる。例えば、ＵＥは、隣接セルから送信される（ＣＰＩＣＨなどの）信号を測定でき
、そしてこの測定の信号レベル（ＲＳＣＰ）または品質（Ｅｃ／Ｉｏ）が閾値を超えてい
れば、セル間干渉が起こると判定できる。閾値は、例えば、オフセットに付加される、サ
ービングセルのＣＰＩＣＨの信号レベルまたは品質（ＲＳＣＰまたはＥｃ／Ｉｏ）と、サ
ービングセルの受信信号レベル（ＲＳＣＰ）と、サービングセルのＣＰＩＣＨの品質（Ｅ
ｃ／Ｉｏ）と、犠牲セルの信号レベル（ＲＳＣＰ）と、犠牲セルのＣＰＩＣＨの品質（Ｅ
ｃ／Ｉｏ）などを含むことができる。閾値は、ＲＳＣＰと、サービングセルまたは犠牲セ
ルのＥｃ／Ｉｏとの間の相対的差異などの、相対的差異値を含むこともできる。閾値は、
本明細書で説明する任意の要因の組み合わせを含むこともできる。
【００７８】
　サービングセルの信号品質が閾値を下回っていれば、ＵＥは、測定できる隣接セルのセ
ット、ならびに隣接セルの対応する閾値またはオフセットを取得できる。隣接セルのセッ
トおよび対応する閾値を、例えば、上位層シグナリングを介して取得できる。隣接セルの
サブセットも、その存在の自律検出を介してＵＥによって取得できる。測定は、隣接セル
のＣＰＩＣＨ　ＲＳＣＰまたはＣＰＩＣＨ　Ｅｃ／Ｉｏのうちの１または複数を含むこと
ができる。
【００７９】
　ＵＥは、サービングセルから送信される信号を測定することによって、潜在的なまたは
実際のセル間干渉を検出することもできる。例えば、ＵＥは、サービングセルから送信さ
れる信号を測定でき、そしてそれらの測定が閾値を下回っているかどうかを判定できる。
例えば、ＵＥは、信号レベルまたは品質が閾値を下回っているかどうかを測定できる。測
定が閾値を下回っている測定の場合、ＵＥは、セル間干渉が起こるであろうことを判定で
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きる。閾値は、例えば、オフセットに（ｄＢ単位で）付加される、サービングセルのＣＰ
ＩＣＨの信号レベルまたは品質（ＲＳＣＰまたはＥｃ／Ｉｏ）を含むことができる。
【００８０】
　ＵＥは、セルの再選択基準に基づいてセル間干渉が起こる可能性を判定することによっ
て、潜在的な、または存在するセル間干渉を検出することもできる。例えば、ＵＥが、信
号強度および／または品質測定に基づいて、ＵＥが動作し得るアップリンクの少なくとも
１つの周波数上で動作する少なくとも１つの隣接セルについて、セルの再選択基準が満た
されると判定する場合、ＵＥは、セル間干渉が起こり得ると判定できる。別の例において
、ＵＥが、ダウンリンクの主またはサービング周波数上で動作する少なくとも１つの隣接
セルについてセルの再選択基準が満たされると判定する場合、ＵＥは、セル間干渉が起こ
り得ると判定できる。別の例において、ＵＥが、信号強度および／または品質測定に基づ
いて、異なる周波数上で動作する少なくとも１つの隣接セルについて、セルの再選択基準
が満たされると判定する場合、ＵＥは、セル間干渉が起こり得ると判定できる。
【００８１】
　ＵＥは、条件が起きているかどうかを判定することによって、潜在的なまたは実際のセ
ル間干渉を検出することもできる。この条件を、ＵＥの総送信電力が閾値を超えているこ
と、（ＤＰＣＣＨ、ＨＳ－ＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＣＣＨなどの）チャネルのサブセットの
送信電力が閾値を超えていること、ＵＥの電力ヘッドルーム（ＵＰＨ）が閾値を下回って
いること、最大電力対ＤＰＣＣＨ電力の比率が閾値を下回っていることなどにできる。Ｕ
Ｅは、条件の組み合わせが起きているかどうかを判定することによって、潜在的なまたは
実際のセル間干渉を検出することもできる。
【００８２】
　閾値（または閾値のセット）を、例えば、サービングセルのシステム情報を介してか、
または専用シグナリング（Ｃｅｌｌ　Ｕｐｄａｔｅ　Ｃｏｎｆｉｒｍ）からの、上位層シ
グナリングによって提供できる。
【００８３】
　ＵＥは、複数の隣接犠牲セルのセットに対する上記の基準をモニタするように要求され
る。犠牲セルのセットのサイズが一定の最大サイズになるように制約できる。例えば、Ｕ
Ｅは、本明細書で説明するＲＦ測定などの、ＲＦ測定に基づいて２つの最も近い隣接犠牲
セルのみを選択できる。上位層シグナリングを介してその最大セットのサイズを事前定義
または構成できる。
【００８４】
　ＵＥがセル間干渉を削減するアクションをとるかどうかを判定するために使用できる付
加的な基準を以下で説明する。
【００８５】
　ＵＥは、共通Ｅ－ＤＣＨによるＵＬ送信の要求がトリガされるＵＬ論理チャネルに基づ
いて干渉を検出および／または削減できる。例えば、共通Ｅ－ＤＣＨチャネルが、ＤＣＣ
ＨまたはＤＴＣＨトラフィックの転送に由来する場合。ＣＣＣＨトラフィックに対し、Ｕ
Ｅは、セル間干渉の減少を試みることができない。
【００８６】
　ＵＥは、ＲＮＴＩまたはセルの個別アドレス割り当てに基づいて干渉を検出および／ま
たは削減できる。例えば、ＵＥが、共通Ｅ－ＤＣＨを送信する、セルの有効なＥ－ＲＮＴ
Ｉを割り当てられたならば、ＵＥは、干渉を検出して削減できる。ＵＥが、例えば、セル
の再選択に従うまたはＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔの後に、有効なＥ
－ＲＮＴを有していなければ、ＵＥは、セル間干渉の減少を試みることができない。
【００８７】
　ＵＥは、残りのＵＬバッファ占有率に基づいて干渉を検出および／または削減できる。
例えば、残りのＵＬバッファ占有率が閾値を超えているならば、ＵＥは、干渉状況の検出
に対するアクションをとるように要求される。
【００８８】
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　ＵＥは、競合解消の状態に基づいて干渉を検出および／または削減できる。例えば、Ｕ
Ｅは、干渉の検出および／または削減を試みる前に、共通Ｅ－ＤＣＨアクセスの開始時に
起こる位相の競合解消が完了するまで待機する。位相の競合解消の完了に先立って、ＵＥ
は、セル間干渉を削減できない。
【００８９】
　ＵＥが、共通Ｅ－ＤＣＨを使用して送信した時間量に基づいて、ＵＥは、干渉を検出お
よび／または削減できる。例えば、共通Ｅ－ＤＣＨ割り当てを一定の時間期間を超えて延
長した後、ＵＥは、本明細書で説明する方法を使用して干渉を検出および／または削減で
きる。その時間期間を、絶対時間、ＴＴＩの番号、システムフレームの番号などで測定で
きる。
【００９０】
　実際のまたは潜在的なセル間干渉状況を検出した後、ＵＥは、以下で説明する方法のう
ちの１または複数を使用して、電力の削減を試みることができる。ＵＥは、セル間干渉が
起こる周波数でこれらの方法を実行できる。
【００９１】
　実際のまたは潜在的なセル間干渉状況を検出した後、ＵＥは、自身の許可、またはＥ－
ＤＰＤＣＨ最大電力を一定の値（ｄＢ）に削減できる。この削減は、干渉表示信号がＥ－
ＲＧＣＨチャネル（「共通Ｅ－ＲＧＣＨ」）と同じ構造を有するのであれば、ＵＥが相対
的許可チャネルから、例えば、「ダウン」コマンドを受信する時に起こる削減と同様の機
構に従って起こる。上位層シグナリング、干渉表示信号からシグナルされるコードポイン
ト、またはその２つの組み合わせを使用して、削減量を得ることができる。
【００９２】
　ＵＥは、干渉を検出および／または削減するＥ－ＤＣＨ相対的許可値をモニタできる。
例えば、ＵＥは、犠牲セルのセットから送信されるＥ－ＤＣＨ相対的許可チャネルをモニ
タできる。本明細書で説明する方法を使用して犠牲セルのセットを判定できる。犠牲ノー
ドＢのうちの１つから「１」に設定されたＥ－ＤＣＨ相対的許可値を検出した後、ＵＥは
、当然のことながら、自身のサービングセルを削減できる。
【００９３】
　ＵＥは、干渉を削減または回避するためにＥ－ＤＰＤＣＨ上の送信を停止できる（即ち
、ゼロ許可を使用する）。セル間干渉条件の検出に先立って、この許可が閾値を下回って
いれば、このことが起こる。ＵＥは、Ｅ－ＤＰＣＣＨの送信も停止できる。
【００９４】
　ＵＥは、干渉を回避または削減するために以前の送信で使用されたであろうＨＡＲＱプ
ロセスを非アクティブにできる。セル間干渉条件の検出に先立って、この許可が閾値を下
回っていれば、このことが起こる。非アクティブ化ＨＡＲＱプロセスと（特に干渉表示信
号の場合の）干渉条件の検出との間のタイミング関係を事前定義できる。
【００９５】
　ＵＥは、干渉を削減および／または検出する自身のＤＰＣＣＨチャネルの送信電力を削
減できる。干渉イベントが存在する場合にこれを行うことができる。ＵＥがゼロ許可を使
用するのであれば、もしくはサブセットまたはすべてのＨＡＲＱプロセスが非アクティブ
になるのであれば、このことが起こる。もしＥ－ＤＰＣＣＨおよび／またはＨＳ－ＤＰＣ
ＣＨチャネルのレベルが、通常、ＤＰＣＣＨのオフセットとして定義されるならば、ＵＥ
は、これらのチャネルの送信電力を一貫して調整できる。上位層シグナリングを使用して
、または干渉表示信号からシグナルされるコードポイントから削減量を得ることができる
。
【００９６】
　干渉を検出および／または回避するために本明細書で説明する基準に従って、ＵＥは、
１つまたはセットの犠牲隣接ノードＢのＦ－ＤＰＣＨチャネルをモニタできる。ＵＥの送
信電力を削減するコマンドを検出した後、ＵＥは、ＤＰＣＣＨチャネル上の送信電力の削
減を適用できる。送信電力の削減手順は、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨに対して説明した手順と同様
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にすることができる。
【００９７】
　干渉状況を検出した後、ＵＥは、電力スケーリングを１つ、グループまたはすべてのＵ
Ｌチャネルに適用できる。例えば、干渉を回避または削減するためにこれを行うことがで
きる。ＵＥは、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨで使用される同様の電力スケーリングソリューションを
適用できる。
【００９８】
　干渉を回避するために、ＵＥは、アップリンク送信のリソースを解放できる。そのよう
なリソースは、（ＤＰＣＣＨおよびＨＳ－ＤＰＣＣＨを含むことができる）共通Ｅ－ＤＣ
Ｈ上の送信に割り当てられるリソースと、Ｅ－ＤＰＣＣＨおよびＥ－ＤＰＤＣＨ上の送信
に割り当てられるリソースと、ＤＰＣＣＨおよびＨＳ－ＤＰＣＣＨ上の送信に割り当てら
れるリソースと、これらの要因の組み合わせなどを含むことができる。例えば、ＵＥがＥ
－ＤＣＨ個別リソースを割り当てられていなかったならば、そしてＴＥＢＳがゼロである
ならば、ＤＰＣＣＨおよびＨＳ－ＤＰＣＣＨ上の送信に割り当てられるリソースを含むこ
とができる。ＵＥは、セルの再選択およびセルの更新手順を実行することもできる。干渉
表示信号がＥ－ＲＧＣＨチャネルと同じ構造を有する事例において、このＥ－ＲＧＣＨか
らの「ダウン」信号の受信に従い、その許可が最小閾値を下回っているならば、そのよう
なリソースの解放が起こる。
【００９９】
　ＵＥは、セル間干渉条件または潜在的条件が存在することを示す表示をネットワークに
送信できる。そのような表示は、例えば、スケジューリング情報(Scheduling Informatio
n)（ＳＩ）などの、ＭＡＣ層表示を含むことができる。スケジューリング情報が送信され
たであろう事例において、干渉の表示を表すコードポイントを定義または再定義できる。
ＵＥが共通Ｅ－ＤＣＨリソースを解放すると判定したであろう事例において、ＭＡＣ層表
示は、ＵＥが共通Ｅ－ＤＣＨリソースを解放することをＲＡＮに示すために使用される表
示と同じにすることができる。
【０１００】
　測定レポート(Measurement Report)などの、ＲＲＣ層表示を使用して、セル間干渉条件
が存在するという表示をネットワークに送信できる。測定レポートは、犠牲隣接セル、隣
接セル、または犠牲セルと隣接セルとの組み合わせからの測定結果を包含できる。
【０１０１】
　別の例示的表示は、上記で説明したトリガのうちの１つに従って、実際のまたは潜在的
な干渉状況を検出した後で開始されるタイマーが終了すると送信される表示（ＭＡＣまた
はＲＲＣ）を含むことができる。別の例示的表示は、タイマーが終了した後に潜在的なま
たは実際の干渉状況の検出条件がなおも満たされているならば、以前の表示の送信の後で
開始されるタイマーが終了すると再送信される表示（ＭＡＣまたはＲＲＣ）を含むことが
できる。任意には、潜在的なまたは実際の干渉状況の検出条件（複数）がもはや満たされ
ない場合、タイマーを停止できる。
【０１０２】
　ネットワークは、新しいセルにおいて競合のないアクセスを可能にする、共通Ｅ－ＤＣ
Ｈリソースのセットをターゲットセルに事前割り当てすることによって、ＵＥがセルの再
選択およびセルの更新手順を行うのを支援できる。例として、ソースまたは現在のサービ
ングノードＢは、新しいセルに移動させ、そして個別の共通Ｅ－ＤＣＨリソースを使用し
て新しいセルにおいて送信を再開するコマンドをＵＥに送信できる。コマンドを、例えば
、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令などの、Ｌ１信号を使用するといった、適した任意の技術を使用し
てＲＡＮによって送信できる。ＨＳ－ＳＣＣＨ命令は、ＵＥが新しいセルで使用するはず
である共通Ｅ－ＤＣＨリソースセットのインデクスを含むことができる。別の例において
、ＲＲＣシグナリングを介してコマンドを送信できる。既存のまたは新しいＲＲＣメッセ
ージを使用して、新しいセルに、Ｅ－ＲＮＴＩおよび共通Ｅ－ＤＣＨリソースセットを含
む、リソースを事前割り当てすることができる。
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【０１０３】
　一例示的実施形態において、ＵＥが非ＤＣＨ状態の時にセル間干渉を検出するための方
法を使用できる。共通拡張専用チャネル（Ｅ－ＤＣＨ）リソースに適用可能な干渉表示信
号用の特徴セットを取得できる。干渉表示信号の特徴セットを使用して、相対的許可チャ
ネル（Ｅ－ＲＧＣＨ）からの干渉表示を判定できる。干渉表示は、犠牲セルがセル間干渉
を受けていることを表示できる。干渉表示を適用するための閾値を判定できる。閾値が満
たされるまたは超えている場合に干渉表示を適用できる。
【０１０４】
　共通Ｅ－ＤＣＨリソースと干渉表示信号の特徴セットとの間のマッピングを上位層から
受信することによって、特徴セットを取得できる。例えば、干渉表示信号の特徴セットを
共通Ｅ－ＤＣＨリソースから受信できる。干渉表示信号の特徴セットは、署名シーケンス
およびチャネライゼーションコードから成る。その後、マッピングを使用して、干渉表示
信号の特徴セット判定できる。
【０１０５】
　干渉表示を送信する信号が満たされるまたは超えることとなり得る信号レベルまたは品
質を判定することによって、干渉表示を適用する条件を判定できる。干渉表示によって表
示される犠牲セルから送信される信号が満たされるまたは超えることとなり得る信号レベ
ルまたは品質を判定することによって、閾値も判定できる。
【０１０６】
　別の例示的実施形態において、ＵＥが非専用チャネル（ＤＣＨ）状態である時にセル間
干渉を制御する方法を使用できる。特徴セットを使用して、セル間干渉が相対的許可チャ
ネル（Ｅ－ＲＧＣＨ）からの犠牲セルに影響を及ぼすであろうことを判定できる。セル間
干渉を制御する時を示す閾値を判定できる。閾値が満たされるまたは超えている場合にセ
ル間干渉を制御できる。
【０１０７】
　犠牲セルによってセル間干渉の影響を受けることを判定するために、少なくとも１つの
共通Ｅ－ＤＣＨリソースと少なくとも１つの干渉表示信号用の特徴セットとの間のマッピ
ングを上位層から受信できる。少なくとも１つの干渉表示信号用の特徴セットを使用した
マッピングからの干渉表示を選択できる。選択された干渉表示を使用して犠牲セルを判定
できる。
【０１０８】
　犠牲セルに影響を及ぼすであろうセル間干渉を判定できる。干渉表示信号の特徴を共通
Ｅ－ＤＣＨリソースから受信できる。干渉表示信号の特徴、犠牲セルを特定する干渉表示
を使用して、干渉表示を判定できる。
【０１０９】
　許可または最大拡張専用物理データチャネル（Ｅ－ＤＰＤＣＨ）電力を削減し、Ｅ－Ｄ
ＰＤＣＨ上の送信を停止することによって、あるいは以前の送信で使用されたハイブリッ
ド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスを非アクティブにすることによって、セル間干渉を
制御できる。
【０１１０】
　図２は、ＵＥが非ＤＣＨ状態である時にセル間干渉を検出および／または制御するため
のシステム図を示す。例えば、このシステムを使用して、セル間干渉を克服し、そしてＣ
ｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態のより広範囲に及ぶ使用を可能にすることができる。
【０１１１】
　図２に示すように、サービングノードＢ２２０から共通Ｅ－ＤＣＨリソースを割り当て
ることができる。例えば、サービングセルからＵＥ２３０、ＵＥ２３５、およびＵＥ２４
０に共通Ｅ－ＤＣＨリソースを割り当てることができる。これによって、ＵＥ２３０が２
７０経由でサービングノードＢ２２０と通信することが可能になり、そしてＵＥ２４０が
２８０経由でサービングノードＢ２２０と通信することが可能になる。
【０１１２】
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　サービングノードＢ２２０から共通Ｅ－ＤＣＨリソースを割り当てることができるので
、犠牲ノードＢ２１０などの、隣接ノードＢ間でアップリンクマクロダイバーシティを実
行できない場合がある。さらに、共通Ｅ－ＤＣＨリソースに割り当てられた、ＵＥ２３０
、ＵＥ２３５、およびＵＥ２４０などの、ＵＥに、セルの再選択を実行させることができ
ない。
【０１１３】
　ＵＥは、犠牲ノードＢが非サービングノードＢになる、共通Ｅ－ＤＣＨリソースの割り
当てを維持することによって、セル間干渉を生成する恐れがあり、そしてセル間干渉を受
けるまたは潜在的に受ける恐れがある。例えば、ＵＥが、犠牲ノードＢ２１０によって制
御される隣接セルに近づくにつれ、共通Ｅ－ＤＣＨリソースを使用してサービングノード
Ｂに行われる送信が、犠牲ノードＢ２１０との干渉を引き起こす恐れがある。図２に示す
ように、ＵＥ２３５は、干渉２６０を犠牲ノードＢ２１０に伝達し、ＵＥ２３０は、干渉
２６０を犠牲ノードＢ２１０に伝達する。ＵＥ２３０が２７０経由でサービングノードＢ
と通信するために使用する、共通Ｅ－ＤＣＨリソースを使用して、干渉２９０が伝達され
る。ＵＥ２３５が２７５経由でサービングノードＢと通信するために使用する、共通Ｅ－
ＤＣＨリソースを使用して、干渉２９０が伝達される。
【０１１４】
　セル間干渉を回避または制御するために、ＵＥおよび／または犠牲ノードＢ２１０は、
干渉状況または潜在的な干渉状況を検出できる。例えば、犠牲ノードＢ２１０、ＵＥ２３
０、および／またはＵＥ２３５は、犠牲ノードＢ２１０が干渉２９０および干渉２６０に
よって影響を受けていることを検出できる。干渉状況または潜在的な干渉状況を検出した
後、犠牲ノードＢ２１０は、干渉表示２５０などの、干渉表示を送信できる。犠牲ノード
Ｂ２１０は、１または複数のＵＥに干渉表示を送信できる。例えば、犠牲ノードＢ２１０
は、干渉表示２５０をＵＥ２３０および／またはＵＥ２３５に送信できる。干渉表示は、
犠牲ノードＢを特定でき、そして犠牲ノードＢが干渉状況を受けることをＵＥに通知でき
る。干渉表示２５０などの、干渉表示を、上記のような１または複数の特徴によって定義
できる。例えば、干渉表示を送信するために使用されるダウンリンク搬送波周波数によっ
て、干渉表示を定義できる。
【０１１５】
　干渉表示を受信すると、ＵＥは、上記のように、干渉状況または潜在的な干渉状況を制
御または回避するように働くことができる。例えば、干渉表示２５０を受信すると、ＵＥ
２３０および／またはＵＥ２３５は、自身の許可または最大Ｅ－ＤＰＤＣＨ電力を削減で
きる。
【０１１６】
　図３は、ＵＥが非ＤＣＨ状態である時にセル間干渉を検出および／または制御する方法
のフロー図を示す。これを、例えば、セル間干渉を克服し、そしてＣｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状
態のより広範囲に及ぶ使用を可能にするために行うことができる。
【０１１７】
　３１０において、共通拡張専用チャネル（Ｅ－ＤＣＨ）リソースに適用可能な干渉表示
用の特徴セットを取得できる。干渉表示の特徴は、署名シーケンスおよびチャネライゼー
ションコードを含むことができる。上記の方法を任意に使用して、特徴セットを取得でき
る。例えば、上位層からの、共通Ｅ－ＤＣＨリソースと干渉表示の特徴との間のマッピン
グを受信できる。マッピングを使用して、干渉表示の特徴を判定できる。別の例として、
干渉表示の特徴を共通Ｅ－ＤＣＨリソースから受信することによって、特徴セットを取得
できる。
【０１１８】
　３２０において、干渉表示の特徴を使用して、相対的許可チャネル（Ｅ－ＲＧＣＨ）か
らの干渉表示を判定できる。干渉表示は、犠牲セルがセル間干渉を受けるであろうことを
表示できる。上記の任意の方法に従って、干渉表示を判定できる。例えば、干渉表示用の
特徴セットを使用したマッピングからの干渉表示を選択することによって、干渉表示を判
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定できる。その後、選択された干渉表示を使用して、犠牲セルを判定できる。
【０１１９】
　３３０において、干渉表示を適用するための閾値を判定できる。上記の任意の方法に従
って、閾値を判定できる。例えば、干渉表示によって示される犠牲セルから送信される信
号が満たされるまたは超えることとなり得るある信号レベルまたは品質によって、閾値を
判定できる。
【０１２０】
　３３０において、閾値が満たされるまたは超えている場合に干渉表示を適用できる。上
記の任意の方法を使用して、干渉表示を適用できる。例えば、許可または最大拡張専用物
理データチャネル（Ｅ－ＤＰＤＣＨ）電力を削減することを備える、セル間干渉の制御に
干渉表示を適用できる。別の例として、Ｅ－ＤＰＤＣＨ上の送信を停止することを備える
、セル間干渉の制御に干渉表示を適用できる。以前の送信で使用されたハイブリッド自動
再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスを非アクティブにすることを備える、セル間干渉の制御に
干渉表示を適用できる。
【０１２１】
　本機能および要素を特定の組み合わせにおいて上述したが、各機能または要素を単独で
、または他の機能および要素との任意の組み合わせにおいて使用することができることが
当業者には認識されよう。さらに、本明細書で説明した方法を、コンピュータまたはプロ
セッサによって実行するためのコンピュータ可読媒体に組み込まれるコンピュータプログ
ラム、ソフトウェア、またはファームウェアに実装できる。コンピュータ可読媒体の例は
、電子信号（有線または無線接続を介して送信される）およびコンピュータ可読記憶媒体
を含む。コンピュータ可読記憶媒体の例は、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、ランダム
アクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内部
ハードディスクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、およびＣＤ－
ＲＯＭおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光媒体を含むが、これらに限らな
い。ソフトウェアと連動するプロセッサを使用して、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末機、基地局、
ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータで使用するための無線周波数トランシーバを実
装することができる。
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【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図１Ｃ】 【図１Ｄ】
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【図１Ｅ】 【図２】
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